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１ 日 時 平成 ２３年 ９月 ７日（水） 

２ 学年・組 第３学年４組（男子１７名 女子１８名 計３５名） 

３ 場 所 第３学年４組 教室 

４ 単 元 名 「 ２乗に比例する関数  」 

５ 単元について 

○教材観 

ともなって変わる２つの数量を調べることについては，小学４年から漸次学習してきており，小学６年

で比例の意味，中学１年では「関数」の意味を知る。また，中学 1 年では，ともなって変わる 2 つの数

量の中から比例や反比例の関係を見いだし，表，式，ｸﾞﾗﾌを用いてそれらの変化や対応について調べてい

る。さらに中学 2 年では，比例の発展として 1 次関数について学習し，それに関連して，2 元 1 次方程式

を 1 次関数として見ることも学んでいる。 

本単元においては，これまでに身につけたこれらの知識や調べ方をもとにして，2 乗に比例する関数に

ついて，比例や 1 次関数と比較しながら考察することになる。また，身のまわりからいろいろな関数を見

いだし，変化や対応の様子を調べることを通して，関数関係についての理解を深め，事象の考察に生かそ

うとする探究的な態度を育むことをねらいとする。 

 

 ○生徒観 

   本学年の生徒は，1 学年から言語・数理運用科を通して，情報を取り出す力，思考・判断する力，表現

する力を少しずつつけてきており，個々がしっかり考え，考えたことをまとめて書くことはいやがらずに

取り組むことができる。また，数学科の授業では，思考の過程を丁寧に書くこと，自分の考えをまわりの

みんなに分かりやすく論ずることに力を入れ指導してきた。しかし，4 月に実施された NRT の結果，能

力別では，全国値に比べると，すべて上回っているものの，「説明・表現力」，「応用・判断力」がそれぞ

れ 40.6%，40.2%と他と比べかなり低い。特に，数量関係では「具体的な場面におけるｸﾞﾗﾌを読みとる問題」

の得点率が低かった。また，昨年度行われた基礎基本定着状況調査では，「数学の授業では反比例の関係に

あるかを考えるときには，反比例の特徴だけでなく，比例の特徴と比較しながら考えています」という質

問に対して，「あてはまる」と答えた生徒は 45.8%であった。これらのことから，身のまわりの具体的な場

面と数学で学習したことを結びつけて考え，日常生活における問題解決に活用することができていないと

いえる。 

 

 ○指導観 

「2 乗に比例する関数」の導入において，生徒自らともなって変わるいろいろな数量を見いだし，どん

な関数であるかを比例，反比例，1 次関数と比較しながら考える活動を取り入れる。このことを通して，

2 乗に比例する関数とはどんな関数か調べてみたいという気持ちを持たせるとともに，比例や反比例，1

次関数の学び直しの機会とする。 

また，「関数

2axy = のｸﾞﾗﾌ」の学習では，反比例のｸﾞﾗﾌを想起させる。関数

2axy = のｸﾞﾗﾌの特徴を

とらえさせるときには，比例のｸﾞﾗﾌと比較させ，関数

2axy = の値の変化を調べる学習では，1 次関数と

比較させる。これらの学習活動を通して，既習の関数関係についての知識を身のまわりのいろいろな事象

の考察に生かそうとする態度を育てたい。 

2 年時に引き続き，式，表，ｸﾞﾗﾌのよさを感じとらせたい。特に，移行措置により学習することになっ

た「いろいろな関数」では，2 つの数量関係を式に表すことが困難な場合を扱う。このことにより，ｸﾞﾗ

ﾌのよさに気づかせたい。 

 



６ 単元の目標 

   具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，関数

2axy = について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばす。 

７ 単元の指導と評価規準 

数学への関心・意欲・態度 数学的な思考・表現 数学的な技能 

数量や図形などについての 

知識・理解 

さ ま ざ ま な 事 象 を 関 数

2axy = などとしてとらえた

り，表，式，ｸﾞﾗﾌなどで表し

たりするなど，数学的に考え

表現することに関心をもち，

意欲的に数学を問題の解決に

活用して考えたり判断したり

しようとしている。 

関数

2axy = などについての 

基礎的・基本的な知識及び技 

能を活用しながら，事象に潜 

む関係や法則を見いだした

り，数学的な推論の方法を用 

いて論理的に考察し表現した 

り，その過程を振り返って考 

えを深めたりするなど，数学 

的な見方や考え方を身につけ 

ている。 

関数

2axy = の関係などを， 

表，式，ｸﾞﾗﾌを用いて的確に 

表現したり，数学的に処理し 

たりするなど，技能を身につ 

けている。 

事象の中には関数

2axy = な 

どとしてとらえられるものが 

あることや関数

2axy = の 

表，式，ｸﾞﾗﾌの関連などを理 

解し，知識を身につけている。 

 

 

 

 

 

 その時間の目標 学習活動 

関・

意・態 

見方・

考え方 

技能 

知識 

理解 

１

次 

第

１

時(

本

時) 

2 乗に

比例す

る関数 

・正方形のタイルを階段状にし

きつめるという操作活動を通し

て，段の数が増えるのにともなっ

て変わるいろいろな数量を見いだ

し，その中にはこれまでに学んだ

比例や反比例，1 次関数とは異な

る関数があることに気づくことが

できる。 

・正方形のタイルを階段状にしきつ

めるという操作活動を通して，段の

数が増えるのにともなって変わるい

ろいろな数量を見いだす。 

・それらの関係を表や式に表し，こ

れまでに学んだ比例や 1 次関数とは

異なる関数関係に気づく。 

○ ○   

第

２

時 

・具体的な事象の変化や対応を

調べることを通して，2 乗に比例

する関数

2axy = について理解す

る。 

・鉄球をカーテンレール上を転がす

実験の結果を調べることを通し

て，事象の中には関数

2axy = と

してとらえられるものがあること

を理解し，それを 2 乗に比例する

関数」として理解する。 

   ○ 

第

３

時 

・具体的な場面や問題について，

数量の関係を

2axy = の式で表す

ことができる。 

・ y が x の 2 乗に比例することがわ

かっているとき，1 組の yx, の値

が与えられれば，その式が求めら

れることを 1 年で学習して「比例

の式の求め方」を想起しながら理

解し，立式をする。 

  ○  

２

次 

第

４

時 

関数

2axy =
のｸﾞﾗﾌ 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌの書き方

とその特徴を理解する。( 1±=a ) 

・反比例のｸﾞﾗﾌの書き方を想起しな

がら関数

2xy = ，

2xy −= の式か

ら対応表をつくり，それぞれのｸﾞ

ﾗﾌをかく。 

・関数

2xy = ，

2xy −= のｸﾞﾗﾌから，

その特徴を比例定数a と関連づけ

て比較する。 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌを放物線とよ

ぶことや放物線の軸や頂点の意味

を理解する。 

  ○ ○ 

第

５

時 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌの書き方

とその特徴を axy = のｸﾞﾗﾌと比

較しながら考察し，理解する。 

・関数

2xy = のｸﾞﾗﾌをもとにして，

関数

2axy = のｸﾞﾗﾌをかく。 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌの特徴を比例

定数の符号や絶対値と関連づけて

理解する。 

  ○ ○ 



３

次 

第

６

時 

関数 
2axy =

の 値 の

変化 

・関数

2axy = で， x の値が増

加するときの y の値の増減につい

て理解する。 

・ x の変域が限られている場合

の関数

2axy = のｸﾞﾗﾌや y の変域

について理解する。 

・関数

2axy = で， x の値が増加す

るときの y の値の増減について調

べる。 

・ x の変域が限られている場合の関

数

2axy = のｸﾞﾗﾌをかき， y の変

域を求める。 

  ○ ○ 

第

７

時 

・ x の変域が限られている場合の

関数

2axy = のｸﾞﾗﾌや y の変域に

ついての習熟する。 

・ x の変域が限られている場合の関

数

2axy = のｸﾞﾗﾌをかき， y の変

域を求める。 

・ x の変域が限られている場合の y

の変域から，関数

2axy = の比例

定数 a を求める。 

 ○ ○  

第

８

時 

・ あ る 区 間 に お け る 関 数

2axy = の変化の割合を求めるこ

とができる。 

・関数

2axy = の値の変化について，

１次関数と比較して考察する。 

・ある区間における関数の変化の割

合を求める。 

・物が落下するときの平均の速さを，

関数

2axy = の変化の割合ととら

え求める。 

 ○ ○  

４

次 

第

９

時 

関 数

2axy =
の利用 

・ 日 常 の 事 象 の 中 か ら 関 数

2axy = を見いだし，課題の解決

に利用することができる。 

・短距離走の測定値からｸﾞﾗﾌをかき，

そのｸﾞﾗﾌを読みとって，関数

2axy = の式で表す。 

・課題の解決に関数

2axy = の式や

ｸﾞﾗﾌを利用する。 

・自動車の制動距離や風速と風圧の

関係などの身のまわりのいろいろ

な事象を関数

2axy = ととらえ，

課題の解決に利用する 

 ○ ○  

第

10 

時 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌと 1 次関数

のｸﾞﾗﾌが交わることによってで

きる三角形の面積を求めること

ができる。 

・関数

2axy = のｸﾞﾗﾌと 1 次関数の

ｸﾞﾗﾌが交わることによってできる

三角形の面積の求め方を考える。 

・ｸﾞﾗﾌの交点の意味を再確認する。 

 ○   

第

11 

時 

・放物線と直線の交点の座標を求

めることができる。 

・2 直線の交点の求め方を想起する。 

・ｸﾞﾗﾌの交点の意味を再確認する。 

・放物線と直線の交点の座標の求め

方を考える。 

・放物線と直線の交点の座標を求め

ることができる。 

・放物線と直線の交点が 0 個，1 個，

2 個のときはどういうときかをｸﾞ

ﾗﾌと式を関連づけて考える。 

 ○ ○  

第

12 

時 

・動点によってできる図形の面積

の変化を関数

2axy = と関連付

けて考察することができる。 

・正方形や長方形の辺上を点が動く

場合，動き始めてからの時間と動

点によってできる面積との関係を

式に表す。 

・動点によってできる図形の面積の

変化を関数

2axy = ととらえ，課

題の解決に利用する。 

 ○   

５

次 

第

13 

時 

い ろ い

ろ な 関

数 

・いろいろな事象の中に，関数関

係があることを理解する。 

・ｸﾞﾗﾌを使って変化や対応を調

べ，2 つの数量の関係の特徴を明

らかにすることができる。 

・観覧車や駐車料金等を取り上げ，

ともなって変わる 2 つの数量を見

いだし，ｸﾞﾗﾌをかいて，その変化

や対応の様子を調べる。 

・事象の中には，双曲線や放物線で

はない曲線のｸﾞﾗﾌや階段状のｸﾞﾗﾌ

などいろいろあることを知る。 

○ ○   

６

次 

第

14 

時 

まとめ 

・2 乗に比例する関数について，

理解できているところ，できてい

ないところを明確にすることが

できる。 

・まとめ問題に取り組み，理解でき

ているところ，できていないとこ

ろを明確にする。 

・理解が不十分なところを復習する。 

    



８ 第１時 

（１）本時のねらい 

   正方形のタイルを階段状にしきつめるという操作活動を通して，段の数が増えるのにともなって変わる

いろいろな数量を見いだし，その中にはこれまでに学んだ比例や反比例，1 次関数とは異なる関数があ

ることに気づくことができる。 

（２）本時の評価基準 

評価規準 

十分満足できると 

判断できる基準 

概ね満足できると 

判断できる基準 

努力を要する 

生徒への手立て 

正方形のタイルを階段状にし 

きつめるという操作活動を通 

して，段の数が増えるのにとも 

なって変わるいろいろな数量 

を見いだし，その中にはこれま 

でに学んだ比例や反比例，1 次 

関数とは異なる関数があるこ 

とに気づくことができる。 

正方形のタイルを階段状に

しきつめるという操作活動

を通して，段の数が増えるの

にともなって変わる数量を 3

つ以上見いだし，それぞれに

ついて，表や式に表すことを

通して，どんな関数であるか

を説明することができ，比例

や反比例，1 次関数とは異な

る関数があることに気づく

ことができる。  

正方形のタイルを階段状に

しきつめるという操作活動

を通して，段の数が増える

のにともなって変わる数量

のうち，これまでに学習し

た比例や反比例，1 次関数

とは異なる数量を見いだ

し，その相違点を説明する

ことができる。 

・正方形の厚紙を実際に階段状にし

きつめさせ，段の数が増えるのにと

もなって変わる数量を見つけさせ

る。 

・段の数が１つずつ増えるときとも

なって変わる数量の変化の様子を

表にまとめさせる。 

・比例や反比例，1 次関数の式や表

の特徴を想起させる。 

 

（３）準備物 

  ﾜｰｸｼｰﾄ 正方形の厚紙 拡大ﾌﾟﾘﾝﾄ 本時の課題掲示用 

（４）指導過程 

 主な発問・指示 学習活動 教師の指導と評価 

導

入 

・1 辺の長さが 2 ㎝の正方形の

タイルを横に並べていくと

き，タイルの枚数とともなっ

て変わる数量にはどんなも

のがあるでしょうか。 

・正方形のタイルを横に並べていくとき，タ

イルの枚数とともなって変わる数量につい

て考える。 

 □タイル全体の面積  

□タイル全体の周りの長さ 

・タイルの枚数にともなって変わ

る数量にはいろいろあることに気

づかせる。 

 

発

展 

・1辺の長さが 2 ㎝の正方形の

タイルを上から 1 段目に 1

個，2 段目に 3 個，3 段目に

横に 5 個…と階段状にしき

つめていくとき，段数にとも

なって変わる数量をいろい

ろ見つけましょう。また，そ

の変化の様子を調べよう。 

・x 段目のタイルの枚数を y 枚

とするとき，x と y の関係を

調べてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

・ x 段目のタイルの枚数を y 枚とするときの

x と y の関係を表に表し，変化の様子を調

べる。 

x  
１ ２ ３ ４ ５… 

y  
１ ３ ５ ７ ９… 

 □ x の値が 1 ずつ増えると， y の値は 2 ず

つ増えているから変化の割合は一定だ。 

 □ x の値が 2 倍，3 倍…と増加すると，y の

値は 2 倍，3 倍…と増加していないので，y
は x に比例するとはいえないな。 

 □ y を xの式で表すと， 12 −= xy と表さ

れるから， y は xの 1次関数だ。 

・1 辺の長さが 2 ㎝の正方形で

あることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

・支援の必要な生徒には実際に

正方形の厚紙を並べさせ，段

数が1ずつ増えるとタイルの

枚数がどうなっているかを

表にまとめるよう声かけを

する。 

・変化の様子を調べるのに，比

例や反比例，1 次関数の特徴

はどうだったかを想起させ

る。 

 

 

段の数にともなって変わる数量をい

ろいろ見つけ，その変化の様子を調

べましょう。 



・調べて分かったことを発表し

てましょう。 

 

・・x 段目のタイルの枚数以外に

もいろいろともなって変わ

る数量があるので，見つけて

みましょう。また，その変化

の様子を調べてみましょう。 

 

 

 

・小グループになって，段数の

増加にともなって変わる数

量にどんなものがあるかを

交流し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラスの仲間にどんな関数関

係があったかを説明してみ

ましょう。 

 

 

・調べてわかったことを発表する。仲間の発

表を聴き，比例や 1 次関数の特徴を想起す

る。 

・段数の増加にともなって変わる数量を見い

だし，表にしたり，式に表してどんな関数

になっているかを調べる。 

 □タイル全体の高さは… 

 □タイル全体の周りの長さはどうだろう。 

 □ x 段目までのﾀｲﾙの総数を y とすると… 

□タイル全体の面積はどうかな。 

・互いの考えを交流する。 

 □ x 段しきつめたときのタイル全体の高さ

を y ㎝とするとき，その変化の様子は 

 となります。 x の値が 2 倍，3 倍…と増加

すると， y の値は 2 倍，3 倍…と増加する

ので， y は x に比例するといえます。式に

すると， xy 2= です。 

 □ x の値が 1 ずつ増えると， y の値は 2 ず

つ増えているから変化の割合は一定だから

y は x の 1次関数ともいえるよね。 

 □ x に比例する関数は x の 1 次関数の特別

な場合だったね。 

 x 段しきつめたときのタイルの総数を y 個

とするとき，その変化の様子は 

 となります。 x の値が 2 倍，3 倍…と増加

すると， y の値は 2 倍，3 倍…と増加して

いないので，比例するとはいえません。ま

た， x の値が 1 ずつ増えるときの y の増加

量は一定ではありません。だから，y は x の

1 次関数とはいえません。 

□ x の値が 2 倍，3 倍…と増加すると，y の

値は

2
1
倍，

3
1
倍…となっていないので，y は

x に反比例するともいえないね。 

□式にしたらどうかな。 y の値は x を 2 乗

したものだから，

2xy = になるよ。今まで

に学習したことがない関数だね。 

・段数にともなって変わる数量について，表

や式を使って調べて分かったことを発表す

る。 

・分からないことや付け加えなどがあればい

う。 

x  
１ ２ ３ ４ ５… 

y  
２ ４ ６ ８ 10… 

x  
１ ２ ３ ４ ５… 

y  
１ ４ ９ 16 25… 

言語力の目当て表から 

・自分の考えを表や式をもとに相

手に分かりやすく説明させる。 

・仲間の発表を自分と比較しなが

ら聴かせ，その発表をもとに自

分の考えを深めさせる。 

・個人で考える時間を多くとる。 

関心・意欲・態度 

段の数が増えるのにともなって変 

わる数量の関係に関心をもち，表 

や式を用いて，その変化の様子を 

調べようとする。【ﾜｰｸｼｰﾄ・観察】 

 

見方・考え方 

段の数が増えるのにともなって変 

わるいろいろな数量を見いだし， 

その中にはこれまでに学んだ比例 

や反比例，1 次関数とは異なる関数 

があることに気づくことができる。

【ﾜｰｸｼｰﾄ・観察】 

・机間指導の際に，2 乗に比例する

関数を見い出している生徒に

は，その変化の様子を比例や反

比例，1 次関数と比較させる。 

・小ｸﾞﾙｰﾌﾟの交流では，ﾜｰｸｼｰﾄを

ｸﾞﾙｰﾌﾟの真ん中に置かせ，聴く

人に分かりやすくさせる。 

・仲間の発表で分からないことや

付け加えなどがあれば言わせる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語力の目当て表から 

・自分の考えを表や式をもとに相

手に分かりやすく説明させる。 

・仲間の発表を自分と比較しなが

ら聴かせ，その発表をもとに自

分の考えを深めさせる。 

ま

と

め 

・今日の授業からどんなことが

わかりましたか。授業を振り

返り，分かったことや感想な

どかきましょう。 

 

・学習を振り返る。 

 □これまでに学習した比例や反比例，1 次

関数とは異なる関数関係があったな。 

 □どんなｸﾞﾗﾌになるのかな。 

・これまでに学習した関数とは異

なる関数があることをおさえる。 

・2 乗に比例する関数について，

どんな関数であるか調べてみた

いという気持ちを持たせる。 



 

（５）板書計画 
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x 段目のタイルの枚数を y 枚とすると 

        

                 

x  １ ２ ３ ４ ５… 

y
 １ ３ ５ ７ ９… 

               

 

 12 −= xy ( y は x の 1 次関数)  

課題 

段の数にともなって変わる 

数量をいろいろ見つけ，そ 

の変化の様子を調べましょう。 

x 段しきつめたときの 

を y ( )とすると 

x  １ ２ ３ ４ 

y
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